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　進歩の理念の考察に対してトインビーの文明論が提
示する示唆の豊かさは，彼の文明論の体系がさまざま
に批判されたにもかかわらず，依然として否定し去る
ことを許さぬものがある。とりわけ示唆に富んでいる
のは，「ルネッサンス」についての，トインビーの独
特な捉え方である。ヨーロッパの歴史のなかで，ルネ
ッサンスとよばれる現象のなかで代表的なものは，一
三世紀から一六世紀にかけてイタリアの都市国家で開
花したルネッサソスであることはいうまでもないが，
その他，ヨーロッパの歴史の枠の中でも，ノーサンブ
リア・ルネッサンス，カロリング・ルネッサンス，あ
るいは一二世紀ルネッサンスといった現象が，比較的
最近になって歴史研究者の注目を集めるようになって
いる。これに対して，トインビーのルネッサンスの概
念の独自性は，第一に，このように視野をヨーロッパ
に限定することなく，例えば中国の歴史のなかでもル
ネッサンスと定義出来る現象が起こっていたと考える
ことにある。第二に，これまでの歴史研究者のよう
に，イタリアのルネッサンスを，ヨーロッパの歴史の
中の最も華麗な一頁としてこれを賛美するのとは反対
に，これをむしろ否定的に捉えていることにある。ト
インビーのルネッサンスの概念は，従って，単数では
なく複数であり，ヨーロッパに限定されていない。し
かも，ルネッサンスは，むしろ人間精神の創造的な活
動を阻害するものであるから，ヨーロッパ以外の諸地
域の歴史，例えばロシアの歴史がルネッサンスを体験
しなかった事実について，ベルジャーエフがそうした
ように，嘆き悲しんで引け目を感ずる必要はまったく
ない。
　進歩の理念との関連でいえぽ，ルネッサソスが完全
に成功した地域では，進歩の理念は窒息させられてし
まう，とトイソビーは考えている。彼によれば，ルネ
ッサンスとは，これまた彼の独特の概念である「子文
明」が危機に陥ったときに，死滅した「親文明」のい
ずれかの要素をよみがえらせて，これにしがみつく現
象である。いわば過去の亡霊をよびもどすのである
が，よびもどされた亡霊は，しがらみとなって人間精
神の自由闊達な展開を圧殺してしまう。ヨーロッパ文
明，より厳密にいえぱ西欧文明が進歩の理念を育て，
発展させることに成功したのは，ルネッサンスが完全
に達成されたからではなく，西欧の精神がルネッサン
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スを克服したからである，とトインビーは考える。そ
して，西欧精神によるルネッサンスの克服にとって，
決定的な意味をもっているのが，一七世紀から一八世
紀初頭にかけて，とりわけフランスで，ついでイギリ
スで展開された「古代・近代論争」であり，そしてこ
の論争での「近代派」の勝利である，とトインビーは
断定する。彼は従って，この論争での「近代派」の最
もすぐれた論客であったフォントネル（1657－1757年）
に高い評価を与える。フォントネルこそ，ヨーロッパ
における進歩の理念を確立した思想家である。逆に，
中国の歴史のなかで，通常もっとも偉大な思想家のひ
とりとされている朱子（1130－1200年）に対するトイ
ソビーの評価は否定的である。トインビーによれば，
朱子こそ，中国文明の中に，儒教ルネッサンスを確立
し，自由な精神の展開を阻害するのに大きな役割を果
たした思想家にほかならないのである。中国文明の中
での進歩の理念の確立は，一九世紀末に儒教の公羊学
の伝統に連なる康有為（1858－1927年）が出現するの
を待たなければならなかったのである。
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